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      名句のパロディ その26 

 

○ 欠け欠けて月も無くなる世寒かな （蕪村） 

 ～ 欠け欠けて抜け穴だらけの規正法 

○ 水落ちて細脛高き案山子かな （蕪村） 

 ～ 水落ちて国土を壊すリニア線 

○ さまざまの事思い出す桜かな （芭蕉） 

 ～ さまざまの手抜きをしているカーメ－カ－ 

○ 吹き飛ばす石は浅間の野分かな （芭蕉） 

 ～ 吹き飛ばす汚物風船よくやるよ 

○ しばらくは滝に籠るや夏の初め （芭蕉） 

 ～ しばらくは都知事選挙で騒がしい 

 


